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東 南 ア ジ ア研 究
クーデタ後の新 しい政治状況は,L没理念的 ･経験
主義的な ｢政治家｣という人間像を創出したが,か
れらは,(1)権力授受をどのように法則化したか,
(2)いかなる代表原理を案出したか,そして(3)そ
の結果として,どのような政治的安定ないし不安定
状況がもたらされたか｡著者はまずこのような問題
提起を行なうO(1)についてみると, 結局, ｢政治
家｣ たちは職務の任期性の観念を欠き, いわゆる
｢タロー トカーン (無限任期)の法則｣が支配的と
なるため,権力授受のル-ルほ確立せず,したがっ
て非合法手段による権力奪取が32年以後のタイ政治
史を特徴づける指標となる｡(2)についてみると,
西欧的な代表原理は,タイに定着せず,ピブ-ン,
パオ,サリットら,実力者の支配を媒介として,吹
第に,特殊タイ的な,本質的には絶対王制当時の統
治観念と変わらないところの ｢代表原則｣が創出さ
れることとなった｡そして最後に政治的安定の状況
についてみると,権力授受方式の未確立が必然的に
政治的不安定要因として作用するものの,一方,政
治権力の土台となる国家社会秩序およびそれを基礎
とする国家の意志決定がすぐれて安定しているため,
｢不安定的安定｣ないし ｢安定的不安定｣という一
種の逆説的状況が見出されるのである｡
第 2部の第1論文 ｢ビルマ現代政治の背景｣は,
19世紀以来,ビルマがイギリスの植民地となって以
莱,1948年,ふたたび政治的主権を獲得するにいた
るまでの間の,ビルマ民族独立運動の生成発展の過
程を,詳細にたどった論文である｡本論文は,植民
権力と独立運動の核心との権力授受のかけひきに焦
点をしぼったビルマ独立運動史であるが,著者の問
題関心は,ビルマをテーマとして,民族独立運動の
政治過程一般に妥当するモデルを作成することに向
けられている｡
第 2論文 ｢ビルマ現代政治の動態｣は,独立達成
後のビルマの権力構造の分析を通して,1958年の軍
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都選挙管理内閣成立の歴史的必然性を解明しようと
の試みである｡50年代のビルマの政治権力は,寡頭
集権的一党 (AFPFL)支配, たて割りの危険を内
蔵した不安定な権力構造,支配権力の正統性の未確
立の3点によって特徴づけられる｡このように本質
的に不安定的な権力構造を安定化するためには,梶
力核心内部の統一,具体的には,AFPFL中央委員
会の中心を構成するウ一 ･ヌ以下4人の政治的エリ
ー ト問の協調が必要条件であった｡この協調がくず
れたとき,AFPFLは分裂し,政治状況はこれと共
に不安定化し,ひいては,ビルマ軍部がもっていた
潜在的政治化の契機を強烈に刺激することとなった
のである｡本論文は,58年の軍部選挙管理内閣の成
立をもって筆を摘いているが,ここに提示されたビ
ルマの政治権力構造の分析は,その後の政治状況の
理解のためにも有効な武器を提供している｡
第1部,第 2部の末尾に付された,詳細な参考文
献と,第3部の政治史年表とは,研究者のよき指針
となるであろう｡とくに,タイ国現代政治史略年表
において,著者の試みた時代区分は,ユニークな見
解であり,新しい問題提起として今後の議論を呼ぶ
ものと思われる｡
別冊付録の ｢史料集｣は,タイ ･ビルマ現代政治
史研究の根本史料の原文と,その厳密な翻訳を中心
として構成されたもので,はなはだ重要な史料価値
をもつものである｡
史料第8,第9として収録されている ｢タイ国の
歴代支配集団成員名簿｣および ｢ビルマにおける政
治的人事の系譜｣の2資料は,著者苦心の作であり,
研究者にとってきわめて便利なものとして広 く利用
されよう｡
本書は,日本人研究者の手になった,本格的なタ
イ ･ビルマの現代政治史研究のパイオニア ･ワーク
として,是非一読をおすすめしたいと思う｡
(石井 米雄)
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